
フ
ラ
ン
ス
の
カ
ン
ヌ
国
際
芸
術
祭
で
畠
山
悟
さ
ん
（
堀
切
）
が
、
コ
ー
ト
ダ
ジ
ュ
ー
ル
国
際
芸

術
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。(

関
連
記
事
　
８
頁
）

「
カ
ン
ヌ
国
際
芸
術
祭
」
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８
月
15
日
（
日
）、
午
後
６
時
30

分
か
ら
、
旧
金
浦
小
学
校
グ
ラ
ン
ド

に
お
い
て
、
第
14
回
湾
頭
ま
つ
り
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

心
配
さ
れ
た
お
天
気
は
、
風
が
強

か
っ
た
も
の
の
最
後
ま
で
大
き
く
崩

れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
金
浦
神
楽
保

存
会
に
よ
る
「
金
浦
神
楽
」
で
始
ま

り
、
今
年
新
た
に
企
画
さ
れ
た
「
よ

さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
」
も
披
露
さ
れ
、

大
勢
の
踊
り
手
で
大
変
な
盛
り
上
が

り
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
と
は
、
高
知

県
の
よ
さ
こ
い
踊
り
を
ベ
ー
ス
に
、

北
海
道
の
ソ
ー
ラ
ン
節
を
ミ
ッ
ク
ス

さ
せ
た
踊
り
で
、
今
で
は
毎
年
札
幌

で
大
会
が
開
か
れ
、
北
海
道
の
初
夏

の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
の
み
な
さ
ん
は
、
こ
の

日
の
た
め
に
一
生
懸
命
練
習
し
て
き

ま
し
た
。

７
時
か
ら
は
、
梅
若
芸
能
企
画
一

行
に
よ
る
歌
謡
・
民
謡
シ
ョ
ー
が
行

わ
れ
、
続
い
て
町
民
参
加
に
よ
る
盆

踊
り
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
最
後
に
は
秋
田
竿
灯
の

大
若
３
本
が
登
場
。

強
風
の
た
め
、
竿
灯
が
前
後
左
右

に
大
き
く
揺
れ
、
演
技
者
も
バ
ラ
ン

ス
を
取
る
の
に
か
な
り
苦
心
し
て
い

る
よ
う
で
し
た
が
、
そ
の
揺
れ
が
迫

力
と
な
り
、
ひ
と
き
わ
大
き
な
歓
声

が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
し
て
…
フ
ィ
ナ
ー
レ

を
飾
る
は
ず
だ
っ
た
花
火
の
打
ち
上

げ
は
強
風
に
よ
り
事
故
が
心
配
さ
れ

た
た
め
、
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
中
止
が
決
ま
っ
た
瞬
間
、
会

場
か
ら
は
思
わ
ず
た
め
息
が
こ
ぼ
れ

ま
し
た
。

会
場
の
周
り
に
は
漁
協
、
Ｊ
Ａ
、

商
工
会
な
ど
か
ら
多
く
の
店
が
出
店

さ
れ
、
食
べ
物
や
飲
み
物
な
ど
を
買

い
求
め
る
人
た
ち
で
溢
れ
て
い
ま
し

た
。
家
族
連
れ
や
帰
省
中
の
人
た
ち

な
ど
約
３，
５
０
０
人
の
人
出
が
あ

り
ま
し
た
。

今
回
の
湾
頭
ま
つ
り
で
は
、
町
内

外
の
企
業
、
個
人
の
方
々
か
ら
た
く

さ
ん
の
協
賛
金
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
14
回
湾
頭
ま
つ
り

「
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
」
も
登
場

▲金浦神楽の演技▲ジュースちょうだい！

▲東北の祭りを代表する「竿灯」

▲よさこいソーラン

▲竿灯太鼓の体験
おっきいなあ～

▲盆　踊　り
▲梅若芸能企画による歌謡・

民謡ショー

た
く
さ
ん
の
協
賛
金
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



3

７
月
30
日
か
ら
８
月
１
日
ま
で
の

３
日
間
、
秋
田
県
八
森
町
で
第
17
回

日
本
海
洋
少
年
団
東
北
地
区
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

東
北
各
地
か
ら
８
団
、
２
１
１
名

の
少
年
少
女
が
参
加
し
、
金
浦
海
洋

少
年
団
は
、「
闘
魂
注
入
」
を
背
中

に
引
っ
さ
げ
、
38
名
が
参
加
。
各
競

技
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

金
浦
団
は
、
日
頃
の
訓
練
の
成
果

を
発
揮
し
、
人
数
の
ハ
ン
デ
は
あ
っ

た
も
の
の
手
旗
競
技
と
結
索
競
技
は

ダ
ン
ト
ツ
！
さ
ら
に
、
カ
ッ
タ
ー
競

技
中
高
等
女
子
部
で
は
、
全
国
一
位

の
小
名
浜
団
を
破
る
大
快
挙
。

朝
の
練
習
よ
り
も
タ
イ
ム
を
20
秒

以
上
も
縮
め
る
が
ん
ば
り
を
見
せ
ま

し
た
。

団
員
の
み
な
さ
ん
、
お
つ
か
れ
さ

ま
で
し
た
。
そ
し
て
お
め
で
と
う
！

◎
全
競
技
総
合
　
準
優
勝

☆
手
旗
競
技
　
　
　
総
合
準
優
勝

初
等
級
手
旗
送
受
信
　
　
第
２
位

中
高
等
級
手
旗
送
受
信
　
第
１
位

手
旗
受
信
　
　
　
　
　
　
第
２
位

☆
結
索
競
技
　
　
　
総
合
優
勝

初
等
級
団
体
　
　
　
　
　
第
１
位

中
高
等
級
団
体
　
　
　
　
第
１
位

☆
カ
ッ
タ
ー
競
技
　
総
合
準
優
勝

中
高
等
男
子
部
　
　
　
　
第
２
位

中
高
等
女
子
部
　
　
　
　
第
１
位

☆
水
泳
競
技
　
　
　
総
合
準
優
勝

初
等
級
男
子
25
Ｍ
自
由
形

第
２
位
　
佐
藤
　
優
樹

〃
　
　
　
平
泳
ぎ

第
１
位
　
佐
藤
栄
治
郎

中
等
級
男
子
50
Ｍ
自
由
形

第
３
位
　
佐
々
木
謙
太

〃
　
　
　
平
泳
ぎ

第
１
位
　
白
瀬
　
喬
彦

中
等
級
女
子
50
Ｍ
自
由
形

第
１
位
　
中
津
　
美
晴

高
等
級
女
子
50
Ｍ
自
由
形

第
２
位
　
中
津
　
育
美

第
３
位
　
白
瀬
　
翔
子

■
東
北
地
区
大
会
参
加
団
員

○
教
育
級
　
佐
藤
梨
菜
　
○
初
等
級

佐
藤
栄
治
郎
、
小
松
智
緒
、
今
野
広

夢
、
佐
藤
優
樹
、
渡
辺
慎
之
輔
　
○

中
等
級

白
瀬
喬
彦
、佐
々
木
謙
太
、

碇
谷
奈
々
、
金
子
春
、
後
藤
彩
花
、

佐
々
木
安
積
、
中
津
美
晴
　
○
高
等

級

佐
々
木
綾
、
白
瀬
翔
子
、
中
津

育
美
、
渡
辺
梓

８
月
17
日
に
、
韓
国
海
洋
少
年
団

を
迎
え
、
金
浦
海
洋
少
年
団
と
の
国

際
交
流
会
が
金
浦
町
で
開
か
れ
ま
し

た
。最

初
の
う
ち
は
言
葉
も
違
い
、
み

ん
な
オ
ド
オ
ド
し
て
い
ま
し
た
が
、

徐
々
に
打
ち
解
け
、
お
互
い
の
国
の

手
旗
信
号
や
ロ
ー
プ
の
結
び
方
の
見

せ
合
い
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、あ
い
に
く
の
お
天
気
の
中
、

雨
に
濡
れ
な
が
ら
も
海
で
行
っ
た
カ

ヌ
ー
体
験
や
乗
船
体
験
で
は
み
ん
な

大
ハ
シ
ャ
ギ
！

国
境
を
越
え
た
笑
顔
の
絶
え
な
い

交
流
会
で
し
た
。

よ
う
こ
そ
　
金
浦
町
へ
！

新
し
い
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導

助
手
）
の
キ
ャ
サ
リ
ン
さ
ん
が
赴

任
さ
れ
ま
し
た
。

フ
ォ
ー
ド
・
キ
ャ
サ
リ
ン
。
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
出
身
の
21
歳
。

４
人
兄
弟
の
一
番
上
。

―
日
本
を
選
ん
だ
理
由
は
？
―

私
は
、
大
学
で
日
本
語
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。
そ
の
時
の
先
生
の
授

業
が
大
変
面
白
く
、
そ
し
て
日
本
に

興
味
を
持
ち
ま
し
た
。

―
日
本
で
経
験
し
た
い
こ
と
は
？
―

ま
ず
は
、
日
本
語
を
上
手
に
話
せ

る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。そ
し
て
、

生
け
花
、
茶
道
、
着
物
な
ど
、
た
く

さ
ん
の
日
本
文
化
に
つ
い
て
経
験
し

た
い
で
す
。

―
金
浦
町
の
印
象
は
？
―

私
は
海
が
好
き
で
す
。
草
花
が
き

れ
い
で
、
家
々
の
概
観
も
と
て
も
素

敵
に
見
え
ま
す
。
そ
し
て
、
人
々
が

と
て
も
親
切
で
す
。

10
月
号
か
ら
は
、
簡
単
な
日
常
の

英
会
話
の
レ
ッ
ス
ン
を
掲
載
す
る
予

定
で
す
。

▲結索競技

▲金浦海洋少年団のメンバー

▲交流会セレモニーにて ▲手旗信号でコミュニケーション

▲カッター競技

金
浦
海
少

”総
合
で
準
優
勝
!!
“

第
17
回
日
本
海
洋
少
年
団
東
北
地
区
大
会

韓
国
海
洋
少
年
団
と

国
際
交
流

Welcome to Konoura !
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み
な
さ
ん
、
毎
週
金
曜
日
午
後
８
時
放

送
の
「
謎
を
解
け
！
　
ま
さ
か
の
ミ
ス
テ

リ
ー
」
と
い
う
番
組
を
ご
存
知
で
す
か
？

司
会
を
務
め
る
島
田
紳
助
さ
ん
を
は
じ

め
、
豪
華
な
ゲ
ス
ト
陣
が
各
地
で
起
こ
る

不
思
議
な
ミ
ス
テ
リ
ー
に
挑
戦
す
る
ク
イ

ズ
番
組
で
、
平
均
視
聴
率
が
15
％
を
越
え

る
人
気
が
あ
り
ま
す
。

７
月
24
日
（
土
）
〜
26
日
（
月
）
ま
で

の
３
日
間
、
こ
の
番
組
の
撮
影
ロ
ケ
が
金

浦
町
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

ス
タ
ッ
フ
は
、
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
Ａ
Ｄ
、

カ
メ
ラ
マ
ン
、
技
術
の
ほ
か
、
主
役
は
、

主
に
舞
台
で
活
躍
す
る
高
原
し
ゅ
ん
じ
さ

ん
（airstudio

所
属
）
が
務
め
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
脇
を
固
め
る
エ
キ
ス
ト
ラ
に

は
、
金
浦
町
民
約
１
０
０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

ロ
ケ
撮
影
は
、
漁
船
の
上
架
場
、
駅
前

通
り
、
労
働
者
研
修
セ
ン
タ
ー
「
エ
ニ
ワ

ン
」、
金
浦
中
学
校
で
行
わ
れ
、
今
年
一

番
の
暑
さ
の
中
、
み
な
さ
ん
最
初
は
緊
張

ぎ
み
で
し
た
が
、
段
々
と
撮
影
に
慣
れ
て

く
る
と
大
盛
り
上
が
り
！
　
と
っ
て
も
和

や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
大
爆
笑
で
終
了
し

ま
し
た
。

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
岡
部
さ
ん
と
カ
メ
ラ

マ
ン
の
松
尾
さ
ん
曰
く
、「
み
な
さ
ん
演

技
に
動
き
が
あ
っ
て
、
と
て
も
素
人
と
は

思
え
な
い
。
こ
の
ま
ま
東
京
に
連
れ
て
帰

り
た
い
人
も
居
ま
す
ね
〜
。」
と
褒
め
ま

く
っ
て
い
ま
し
た
。（
特
に
、
○
津
さ
ん
、

池
○
さ
ん
、
阿
○
さ
ん
）

と
こ
ろ
で
…

ど
う
し
て
金
浦
町
に
撮
影
に
来
た
の

か
？
　
放
送
の
内
容
は
？

残
念
な
が
ら
こ
こ
で
は
書
け
ま
せ
ん
。

９
月
10
日
（
金
）
午
後
８
時
放
送
予
定
で

す
の
で
、
み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
見
て
く
だ
さ

い
。全

国
放
送
。
あ
の
人
も
、
こ
の
人
も
出

て
い
ま
す
。
あ
っ
！
ビ
デ
オ
の
準
備
も
忘

れ
ず
に
!!

７
月
21
日
に
開
催
さ
れ
た
第
14
回

暴
力
団
壊
滅
秋
田
県
民
大
会
に
お
い

て
、
菅
原
武
志
さ
ん
が
秋
田
県
功
労

表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
菅
原
さ

ん
は
、
長
年
に
渡
り
、
仁
賀
保
地
区

暴
力
追
放
推
進
委
員
会
の
委
員
と
し

て
活
動
を
続
け
、
平
成
13
年
か
ら
は

副
会
長
の
職
に
あ
り
、
地
域
の
暴
力

排
除
活
動
に
尽
力
し
て
お
り
ま
す
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
の
佐
藤

栄
一
（
金
浦
）
さ
ん
と
、
佐
藤
五
郎

さ
ん
（
頃
田
）
が
手
作
り
の
ホ
ー
ル

ポ
ス
ト
２
組
（
一
組
８
ホ
ー
ル
）
を

公
民
館
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
材
質

が
ス
テ
ン
レ
ス
で
出
来
て
い
る
も
の

で
、
岡
の
谷
地
公
園
に
常
時
設
置
し

て
、
町
民
の
健
康
づ
く
り
に
役
立
て

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

日本テレビ　謎を解け！　まさかのミステリー
金
浦
町
に
い
っ
た
い
何
が
起
こ
っ
た
の
か
!!

町
民
を
巻
き
込
ん
で
の
爆
笑
ロ
ケ
！

抱

腹

絶

倒

！

▲一番右が、主役の高原しゅんじさん
（昭和49年生まれの30歳。すごくやさ
しい印象を受けました。）

▲本場仕込みの漁師の演技!
（上架場での撮影風景）

▲寄贈されたホールポスト

▲拍手？　歓声？　ま・まさか!?
（「エニワン」での撮影）

秋
田
県
功
労
表
彰

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

ホ
ー
ル
ポ
ス
ト
を
寄
贈

９
月
10
日
（
金
）
夜
８
時
Ｏ
ｎ
Ａ
ｉ
ｒ
　
予
定
！
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■
地
産
地
消
と
は
？

「
地
域
生
産
地
域
消
費
」
を
略
し

た
言
葉
で
、
地
域
で
生
産
さ
れ
た
食

材
を
そ
の
地
域
で
消
費
す
る
と
い
う

意
味
で
す
。
近
年
、
生
産
と
消
費
の

新
し
い
ス
タ
イ
ル
と
し
て
全
国
的
に

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
身
土
不
二
（
し
ん
ど
ふ
じ
）

「
人
と
土
は
一
体
で
あ
る
」「
人

の
命
と
健
康
は
食
べ
物
で
支
え
ら

れ
、
食
べ
物
は
土
が
育
て
る
。
故
に
、

人
の
命
と
健
康
は
そ
の
土
と
共
に
あ

る
。」
と
い
う
捉
え
方
で
す
。

昔
の
人
々
は
、
四
里
四
方
（
約
16

㎞
四
方
）
で
と
れ
る
旬
の
も
の
を
食

べ
て
暮
ら
せ
ば
健
康
で
い
ら
れ
る
」

と
考
え
て
い
て
、
そ
の
地
域
で
と
れ

る
食
材
は
、
地
域
の
食
文
化
や
健
康

面
に
お
い
て
非
常
に
深
い
か
か
わ
り

を
持
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

■
輸
入
大
国

日
本
は
今
、
食
の
飽
和
に
あ
り
ま

す
。
自
分
が
食
べ
た
い
時
に
好
き
な

だ
け
食
べ
、
し
か
も
そ
の
種
類
は
豊

富
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
実
態
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
？

日
本
は
、
食
料
輸
入
大
国
で
す
。

私
た
ち
の
食
生
活
は
、
世
界
中
の

食
料
と
水
を
買
い
込
む
こ
と
で
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。

■
食
の
安
全

Ｂ
Ｓ
Ｅ
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な

ど
の
感
染
、
輸
入
農
産
物
等
に
お
け

る
農
薬
の
残
留
、食
品
の
不
正
表
示
、

添
加
物
問
題
、
ア
レ
ル
ギ
ー
や
ア
ト

ピ
ー
性
皮
膚
炎
な
ど
、
近
年
、
食
の

安
全
に
対
す
る
不
安
を
大
き
く
さ
せ

る
出
来
事
が
相
次
い
で
発
生
し
て
い

ま
す
。

政
府
は
、
こ
れ
ら
に
対
処
す
る
た

め
、
平
成
15
年
５
月
に
は
、「
食
品

安
全
基
本
法
」
を
成
立
し
、
同
７
月

に
は
、
食
品
に
含
ま
れ
る
可
能
性
の

あ
る
化
学
物
質
や
微
生
物
等
が
人
の

健
康
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
、
科

学
的
に
評
価
を
行
う
「
食
品
安
全
委

員
会
」
を
内
閣
府
に
設
置
す
る
な
ど

の
対
策
を
講
じ
ま
し
た
。

し
か
し
、
政
府
が
対
策
を
講
じ
て

い
る
と
は
い
え
、
安
価
な
輸
入
農
水

産
物
の
増
加
が
進
む
今
、
一
般
消
費

者
の
立
場
で
の
不
安
は
ゼ
ロ
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。「
生
産
者
の
顔
が
見
え

る
食
材
」「
安
心
・
安
全
な
食
材
」

を
求
め
る
消
費
者
が
増
加
し
て
い
ま

す
。旅

の
先
々
で
よ
く
見
か
け
る
道
の

駅
。
そ
こ
に
は
必
ず
と
言
っ
て
い
い

ほ
ど
、
地
元
農
産
物
の
直
売
所
が
開

設
さ
れ
て
い
ま
す
。
生
産
者
の
顔
が

見
え
、
安
心
で
安
全
な
そ
し
て
安
い

食
材
。
こ
れ
も
地
産
地
消
の
一
つ
の

形
だ
と
思
い
ま
す
。

■
金
浦
町
で
の
取
り
組
み

〜
ま
ご
こ
ろ
学
級
〜

最
近
は
、
若
い
世
代
を
中
心
と
し

て
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
崩
れ
や
欠
食
、

さ
ら
に
は
食
品
の
廃
棄
や
食
べ
残
し

な
ど
も
見
ら
れ
ま
す
。

Ｊ
Ａ
秋
田
し
ん
せ
い
農
業
協
同
組

合
金
浦
町
支
所
の
女
性
部
で
は
、
平

成
12
年
に
有
志
10
人
に
よ
る
”ま
ご

こ
ろ
学
級
“
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
地
元
で
取
れ
た
野
菜
を
地

元
の
子
供
た
ち
に
食
べ
て
も
ら
お
う

と
、
金
浦
小
学
校
と
中
学
校
の
給
食

の
食
材
に
提
供
し
よ
う
と
い
う
取
り

組
み
で
す
。

こ
の
野
菜
は
、
除
草
剤
を
一
切
使

わ
ず
、
農
薬
も
必
要
最
小
限
に
抑
え

た
減
農
薬
に
よ
っ
て
育
て
ら
れ
た
野

菜
で
す
。
種
類
も
豊
富
で
、
じ
ゃ
が

い
も
、
た
ま
ね
ぎ
、
ほ
う
れ
ん
草
、

長
ネ
ギ
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
い
ち
じ
く
、

ミ
ニ
ト
マ
ト
な
ど
10
数
種
類
の
野
菜

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
地
産
地
消
と
い
う
テ
ー

マ
を
通
し
て
記
事
と
し
ま
し
た
が
、

こ
れ
に
限
定
せ
ず
、
こ
れ
を
き
っ
か

け
に
し
て
”食
“
に
つ
い
て
考
え
、

そ
し
て
よ
り
一
層
、
食
事
を
楽
し
ん

で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
、
地
産
地
消
（
ち
さ

ん
ち
し
ょ
う
）
と
い
う
言
葉
を
耳

に
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

特集
～クローズアップ金代～

▲農作物の出荷作業

▲我が国の食料自給率の推移

注
目
さ
れ
る
ま
ご
こ
ろ
学
級

Ｊ
Ａ
秋
田
し
ん
せ
い
農
業
協
同
組
合

金
浦
町
支
所

地　産　地　消 地　産　地　消 



７
月
28
日
、
町
議
会
臨
時
会
が
開

か
れ
、
基
幹
系
業
務
電
算
シ
ス
テ
ム

構
築
の
委
託
に
関
す
る
補
正
予
算
１

件
が
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。歳

入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
６，
２
０

０
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
を
９
億
１，
４
５
６
万
円
と

す
る
も
の
で
す
。
歳
入
に
つ
き
ま
し

て
は
、繰
越
金
の
増
額
で
あ
り
ま
す
。

歳
出
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
、
金

浦
町
を
含
め
１
市
６
町
で
広
域
の
電

算
業
務
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
来

年
３
月
に
本
荘
市
と
由
利
郡
７
町
が

合
併
す
る
こ
と
に
よ
り
、
広
域
で
の

電
算
業
務
が
出
来
な
く
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
町
単
独
で
電
算
を
導
入

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
電
算

シ
ス
テ
ム
構
築
の
委
託
料
を
補
正
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

■
健
康
福
祉
課

平
成
13
年
に
町
民
課
か
ら
分
か
れ

て
、
保
健
セ
ン
タ
ー
内
に
設
置
さ
れ

ま
し
た
。

現
在
は
、８
名
が
働
い
て
い
ま
す
。

担
当
業
務
は
、
保
育
園
の
入
所
、

児
童
手
当
、
介
護
保
険
、
老
人
の
施

設
入
所
、
献
血
、
健
（
検
）
診
な
ど

で
す
。

今
年
は
、
９
月
17
日
（
金
）
に
敬

老
会
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

広
報
が
お
手
元
に
届
く
頃
は
、
そ
の

準
備
も
最
終
段
階
に
入
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

■
税
務
課

賦
課
係
と
徴
収
係
が
あ
り
ま
す
。

町
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動

車
税
、
町
た
ば
こ
税
、
法
人
町
民
税
、

国
保
税
、
入
湯
税
の
賦
課
を
行
っ
て

お
り
、
合
わ
せ
て
、
こ
れ
に
必
要
な

事
務
手
続
き
や
徴
収
業
務
、
窓
口
で

の
証
明
書
発
行
な
ど
も
こ
な
し
ま
す
。

ま
た
、
年
間
の
大
き
な
業
務
と
し

て
は
、
確
定
申
告
や
家
屋
調
査
が
あ

り
、
３
年
ご
と
に
固
定
資
産
の
評
価

替
え
が
あ
り
ま
す
。

今
年
は
、
８
月
下
旬
頃
か
ら
新

築
・
改
築
の
家
屋
評
価
の
調
査
を
始

め
る
予
定
だ
そ
う
で
す
。
毎
年
、
30

件
〜
40
件
ぐ
ら
い
の
対
象
家
屋
が
あ

る
そ
う
で
、
１
件
の
調
査
に
約
30
分

か
か
る
よ
う
で
す
。

税
の
制
度
は
、
毎
年
度
変
更
さ
れ

て
い
き
ま
す
か
ら
、
制
度
を
覚
え
る

だ
け
で
も
、
大
変
で
す
。

現
在
の
職
員
数
は
、
５
名
で
す
。

６
月
18
日
か
ら
20
日
ま
で
宮
城
県

で
行
わ
れ
た
第
36
回
東
北
ろ
う
あ
者

体
育
大
会
に
お
い
て
、
伊
藤
尭
（
木

の
浦
山
）
さ
ん
が
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

競
技
の
部
で
見
事
、
準
優
勝
に
輝
き

ま
し
た
。
競
技
は
全
12
チ
ー
ム
で
争

わ
れ
、
伊
藤
さ
ん
は
、
県
の
代
表
の

一
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

７
月
28
日
、
秋
田
銀
行
経
友
会
の

み
な
さ
ん
15
名
が
、
飛
の
く
ず
れ
の

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
時
期
、
飛
の
く
ず
れ
は
キ
ャ

ン
プ
を
楽
し
む
人
達
で
賑
わ
い
ま
す
。

早
川
勇
之
助
（
金
浦
）
さ
ん
が
、

大
竹
の
三
船
久
三
郎
さ
ん
（
故
人
）

が
寄
木
を
利
用
し
て
製
作
し
た
工
芸

品
（
５
点
）
を
三
船
さ
ん
の
地
元
大

竹
の
方
々
に
見
て
い
た
だ
き
た
い
と

大
竹
部
落
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

早
川
さ
ん
は
、
三
船
さ
ん
と
は
仕

事
を
通
し
て
永
年
お
付
き
合
い
が
あ

り
、
そ
の
間
、
三
船
さ
ん
か
ら
手
作

り
の
木
製
の
工
芸
品
を
い
た
だ
い
た

も
の
で
す
。
大
竹
で
は
会
館
や
老
人

憩
い
の
家
に
展
示
し
て
お
り
、
来
館

者
に
喜
ば
れ
て
お
り
ま
す
。

軟
式
野
球
の
金
浦
ク
ラ
ブ
（
監
督

佐
藤
鋼
）
が
、
11
月
に
行
わ
れ
る
全

国
青
年
大
会
に
出
場
し
ま
す
。
金
浦

ク
ラ
ブ
は
、
７
月
に
行
わ
れ
た
秋
田

県
予
選
で
優
勝
し
て
い
ま
す
。

6

提
案
説
明

町
議
会
臨
時
会

▲健康福祉課

▲税　務　課

▲秋田銀行経友会のみなさん

役
場
の
し
ご
と

▲後列、一番左が伊藤さん

▲全国大会出場が決まった
「金浦クラブ」 ▲寄贈された木工品

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
競
技
で
準
優
勝
！

木
工
品
を
寄
贈

飛
の
く
ず
れ
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

金
浦
野
球
ク
ラ
ブ



『後継者でお悩みの事業者』・
『新規創業希望者』の皆様へ

＜全国商工会連合会・日本商工会議所＞が運営する
インターネットを介した

７
月
８
日
か
ら
10
日
ま
で
の
日
程

で
行
わ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
の
カ
ン
ヌ
国

際
芸
術
祭
に
お
い
て
、
畠
山
悟
さ
ん

（
堀
切
）
が
、
コ
ー
ト
ダ
ジ
ュ
ー
ル

国
際
芸
術
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

カ
ン
ヌ
と
い
え
ば
、
映
画
祭
が
有

名
で
す
が
、
国
際
芸
術
祭
も
芸
術
文

化
の
登
竜
門
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
回
は
、
国
内
外
か
ら
約
５

０
０
人
、
７
４
６
点
の
出
展
が
あ
る

中
か
ら
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
畠
山
さ
ん
の
作
品
は
フ
ラ

ン
ス
の
エ
ニ
ヴ
ェ
ー
ル
・
デ
ザ
ー
ル

誌
に
も
紹
介
さ
れ
て
お
り
、「
個
性

的
で
あ
る
」「
色
使
い
が
斬
新
で
あ

る
」「
人
物
が
非
常
に
力
強
い
」
と

評
さ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
人
か
ら
高
い
評

価
を
得
て
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

畠
山
さ
ん
が
本
格
的
に
絵
を
書
き

始
め
た
の
は
、町
の
教
育
長
時
代
に
、

町
民
の
み
な
さ
ん
に
生
涯
学
習
に
つ

い
て
話
す
機
会
が
増
え
、
そ
れ
な
ら

自
ら
の
学
習
の
成
果
を
紹
介
し
よ
う

と
思
っ
た
の
が
キ
ッ
カ
ケ
だ
そ
う
で

す
。
そ
の
と
き
の
目
標
が
、
個
展
を

開
い
て
、
み
な
さ
ん
の
批
評
を
聞
い

て
み
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
平
成

元
年
に
本
荘
市
で
初
め
て
開
い
た
個

展
が
現
在
で
は
５
回
を
数
え
ま
す
。

畠
山
さ
ん
は
、
今
回
の
受
賞
に
つ

い
て
「
驚
い
て
い
る
。
年
を
取
る
ご

と
に
喜
ぶ
こ
と
が
少
な
く
な
っ
て
い

ま
す
が
、
今
回
の
受
賞
は
本
当
に
う

れ
し
い
こ
と
で
す
。」
と
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
上
に
、
今
回

の
受
賞
が
自
分
と
同
じ
く
生
涯
学
習

で
絵
画
、
あ
る
い
は
様
々
な
取
り
組

み
を
し
て
い
る
人
た
ち
へ
の
励
ま
し

と
勇
気
づ
け
ら
れ
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
新
し
く
何
か
や
っ
て
み

よ
う
！
と
い
う
気
持
ち
を
持
っ
て
ほ

し
い
」「
生
涯
学
習
を
す
る
こ
と
で
、

人
と
の
つ
な
が
り
、
文
化
の
つ
な
が

り
が
で
き
、そ
し
て
広
が
っ
て
い
く
。

楽
し
さ
を
持
つ
人
生
で
あ
っ
て
ほ
し

い
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
作
品
は
人
の
真
似
を
し

な
い
で
、
自
分
の
個
性
を
大
切
に
す

る
こ
と
。
今
ま
で
い
ろ
ん
な
場
所
に

寄
贈
し
て
き
た
絵
が
、今
回
の
賞
で
、

少
し
で
も
大
切
に
扱
わ
れ
、
た
く
さ

ん
の
人
に
見
て
い
た
だ
け
れ
ば
う
れ

し
い
と
も
…
。
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カ
ン
ヌ
国
際
芸
術
祭

コ
ー
ト
ダ
ジ
ュ
ー
ル
国
際
芸
術
賞
　
受
賞
！

「下水道の日」は、昭和36年、著しく遅れてい
るわが国の下水道の全国的な普及を図る必要があ
ることから、このアピールを全国的に展開するた
め「全国下水道促進デー」として始まりました。
また、９月10日と定められたのは、下水道の大
きな役割の一つである「雨水の解除」を念頭に、
台風シーズンである210日（立春から数えて）を
過ぎた220日が適当であるとされたことによるも
のだそうです。
三町（仁賀保町・金浦町・象潟町）で構成する
仁賀保地区衛生施設組合でも、健康で快適な生活
環境づくりと、公共用水域の水質保全を図ること
を目的に、平成４年度に公共下水道事業に着手し、
平成10年４月に一部供用開始し、現在に至ってお
ります。皆さんのご協力を得て、平成16年３月31
日現在の整備率、水洗化率は次のとおりです。

下水道事業は、完成（平成23年予定）まで長い
年月と多額の費用を要します。生活環境向上のた
め、皆さんのご理解とご協力をお願いします。

仁賀保地区衛生施設組合　下水道課

▲畠山悟さん

面整備
状況

整備計画面積

874ha
供用可能戸数

4,784戸

整備済面積

444.64ha
水洗化済戸数

2,778戸

整 備 率

50.9%
水洗化率

58.0%
水洗化
状況

～9月10日は下水道の日～

第44回下水道の日　推進標語

下水道　青い地球は　交通網

※お問い合わせにつきましては下記までお願いします。

象潟金浦仁賀保商工会 電話　0184（38）3350

後継者を探している 
事業者 

後継者・創業希望者 

◎後継者がいない　◎店を譲りたい 
◎工場（設備・機械等）を貸したい 

◎経験や技術を活かして独立したい 
◎条件の良い物件が見つからない 
◎顧客・取引先の確保が見込めない 

登録・仲介 

etc etc

《事後サポートも万全》

仲介成立後、専門家によ
る交渉や手続き面でのア
ドバイスが受けられます。

後継者人材マッチング促進事業

●　事業概要　●
本事業は、全国各地の「後継者を探している事業者」

と「後継者となることを希望している方」双方の情報を
インターネット上に掲載し、「後継者を探している事業
者」には当該事業を引き継ぐことを希望する方からのア
プローチを、「後継者となることを希望している方」に
は希望する業種や地域の承継案件を、それぞれコーディ
ネーター（全国各地の商工会、商工会議所の経営指導員
等）が仲介者となり、必要に応じて専門家のサポートを
受けられるようにして、地域に根ざした中小企業の存続
と新規創業支援の一環として実施するものです。

電話　0184（38）3350
FAX 0184（38）3930
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８
月
６
日
（
金
）、
午
後
５
時
30

分
か
ら
浩
寿
苑
夏
ま
つ
り
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
金
浦
神
楽
、
踊
り
な
ど

が
披
露
さ
れ
、
施
設
を
利
用
し
て
い

る
皆
さ
ん
や
、
そ
の
ご
家
族
な
ど
約

３
４
０
人
が
夏
の
夜
の
ひ
と
と
き
を

楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。

浩
寿
苑
夏
ま
つ
り

〜
金
浦
小
学
校
〜

８
月
７
日
（
土
）、
金
浦
小
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、「
浜
っ
子
七
夕
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
児
童
ら
の
手
作

り
の
飾
り
添
え
ら
れ
た
高
さ
３
メ
ー

ト
ル
も
あ
る
大
き
な
笹
が
15
本
設
置

さ
れ
、
七
夕
の
雰
囲
気
を
一
層
盛
り

立
て
ま
し
た
。

午
後
６
時
か
ら
は
オ
モ
チ
ャ
店
、

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
、
水
ヨ
ー
ヨ
ー
な

ど
、
児
童
ら
に
よ
る
出
店
が
オ
ー
プ

ン
し
父
兄
ら
も
交
え
て
大
い
に
賑
わ

っ
て
い
ま
し
た
。

浜
っ
子
七
夕

８
月
８
日
（
日
）、
青
少
年
ホ
ー

ム
に
お
い
て
新
成
人
の
集
い
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
年
新
た
に
成
人
を
迎

え
た
方
は
78
名
で
、
当
日
は
59
名
の

方
々
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
集
ま
っ
た
み
な
さ
ん
は
、

な
つ
か
し
い
友
達
の
顔
を
見
つ
け
て

は
に
ぎ
や
か
な
笑
い
声
や
歓
声
を
発

し
て
い
ま
し
た
。

午
後
１
時
30
分
か
ら
始
ま
っ
た
式

▲おもちゃ、ゲームに子供たちも
大はしゃぎ!!

▲おいしい食べ物に会話も弾んだ
楽しいひととき

気
持
ち
も
新
た
に
！

成
人
お
め
で
と
う

▲ねえねえ、このおもちゃ買おう～

典
は
一
転
、
静
粛
な
雰
囲
気
の
中
で

行
わ
れ
、
成
人
者
代
表
謝
辞
を
務
め

た
今
田
和
也
く
ん
は
、「
私
た
ち
の

前
途
が
平
穏
無
事
な
も
の
で
な
い
こ

と
は
承
知
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
厳
し
い
社
会
を
私
た
ち
が
改
革

す
る
と
い
う
自
覚
と
責
任
を
持
っ
て

望
み
た
い
と
思
い
ま
す
。」

と
述
べ
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
の
記
念
講
演
で
は
、

町
長
が
「
町
勢
に
つ
い
て
」
と
題
し

て
、
市
町
村
合
併
な
ど
、
最
近
の
町

を
取
り
巻
く
状
況
な
ど
に
つ
い
て
講

話
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、「
海

（
そ
と
）
か
ら
故
郷
を
見
つ
め
よ
う
」

と
、
体
験
航
海
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
差
し
の
強
い
中
、
心
地
よ
い
潮
風

を
身
体
に
受
け
な
が
ら
、
み
ん
な
ど

ん
な
こ
と
を
思
い
、
そ
し
て
考
え
て

い
る
ん
で
し
ょ
う
か
。
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世
論
の
熱
狂
と
退
潮

南
極
探
検
が
新
聞
社
の
協
力
に
よ

っ
て
、
国
民
の
間
に
熱
狂
的
な
支
援

と
援
助
が
得
ら
れ
た
こ
と
は
幸
い
で

し
た
。
義
金
募
集
も
目
標
の
四
萬
円

は
あ
っ
と
い
う
間
に
集
ま
り
ま
し
た
。

矗
の
郷
里
の
秋
田
県
で
も
、
秋
田

魁
、
秋
田
時
事
の
二
つ
の
新
聞
社
が

募
金
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
生
家
の
浄
連
寺
で
は
、
当

時
弟
の
知
行
が
住
職
で
し
た
が
、
象

潟
の
高
利
貸
か
ら
三
千
円
借
り
て
矗

に
送
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
浄
連

寺
と
同
宗
派
の
寺
々
も
檀
家
を
ま
わ

っ
て
寄
付
集
め
を
し
た
と
い
わ
れ
て

い
る
し
、
金
浦
の
小
学
校
職
員
た
ち

や
町
の
人
々
も
寄
付
し
て
お
り
ま
す
。

”南
極
探
検
ブ
ー
ム
“
が
頂
点
に

達
し
た
の
は
、
八
月
の
初
旬
、
ち
ょ

う
ど
芝
居
で
「
南
極
探
検
劇
」
が
上

演
さ
れ
て
い
る
時
期
で
し
た
。
そ
れ

と
い
う
の
も
、
最
初
の
予
定
で
は
探

検
隊
の
出
発
を
八
月
五
日
と
発
表
し

て
い
た
か
ら
で
し
ょ
う
が
、
そ
れ
に

加
え
て
も
う
一
つ
の
偶
然
が
重
な
っ

た
の
で
す
。
日
時
は
ハ
ッ
キ
リ
し
な

郷
土
の
偉
人

白
瀬
　
矗

（
第
四
十
回
）

た
。
な
か
に
は
ハ
ン
カ
チ
に
血
書
し

た
、
こ
ん
な
短
歌
も
あ
り
ま
し
た
。

大
波
を
渡
り
つ
く
し
て
白
砂
の

峯
に
た
て
か
し
日
の
丸
の
旗

ま
た
、
隊
員
志
願
書
を
血
書
で
し

た
た
め
た
も
の
が
あ
っ
た
り
し
て
、

す
さ
ま
じ
い
ば
か
り
の
国
民
の
興
奮

と
熱
狂
ぶ
り
が
う
か
が
え
ま
す
。

南
極
探
検
に
対
し
て
日
本
国
民
が

こ
の
よ
う
に
高
揚
し
、
激
情
を
発
す

る
と
い
う
の
は
、
国
際
列
強
に
対
す

る
ラ
イ
バ
ル
意
識
が
過
激
化
し
て
い

る
背
景
の
も
と
で
、
よ
く
も
わ
る
く

も
”日
本
“
ま
た
”日
本
人
“
と
い

う
帰
属
意
識
が
凝
固
す
る
時
代
で
あ

っ
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

こ
う
し
た
熱
意
は
、
金
品
の
寄
付

以
外
に
、
各
地
各
所
で
応
援
演
説
会

が
開
か
れ
た
り
、
学
生
や
小
中
学
生
、

あ
る
い
は
各
地
域
の
青
年
会
、
役
場

な
ど
に
も
波
及
し
て
、
国
民
こ
ぞ
っ

て
の
支
援
と
援
助
運
動
に
広
が
っ
て

ゆ
き
ま
し
た
。
政
府
が
冷
淡
な
態
度

を
見
せ
る
一
方
で
、
国
民
の
こ
う
し

た
支
援
は
、
政
府
の
か
け
声
な
し
に

国
民
が
一
致
協
力
し
た
最
初
の
こ
と

で
あ
っ
た
と
評
す
る
人
も
い
ま
す
。

※
参
考
引
用
文
献

白
瀬
京
子
著
『
雪
原
へ
ゆ
く
』

い
の
で
す
が
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
こ

ろ
、
当
時
の
ラ
イ
バ
ル
、
イ
ギ
リ

ス
の
ス
コ
ッ
ト
隊
の
別
働
隊
で
あ
る

ブ
ー
ス
海
軍
予
備
大
尉
ら
の
船
が
長

崎
に
立
ち
寄
っ
た
の
で
す
。
ブ
ー
ス

ら
は
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
で
寒
さ

に
強
い
蒙
古
馬
や
曳
き
犬
を
購
入
し

て
、
南
極
に
向
か
う
途
中
で
し
た
。

矗
ら
の
南
極
探
検
を
応
援
し
て
い

る
日
本
人
か
ら
み
れ
ば
、
彼
ら
の
上

陸
は
ま
る
で
、
こ
れ
見
よ
が
し
の
示

威
運
動
と
み
え
た
の
で
し
ょ
う
。
こ

れ
を
機
に
矗
た
ち
に
対
す
る
声
援
は

一
気
に
頂
点
へ
駆
け
の
ぼ
っ
た
感
が

あ
り
ま
し
た
。

ブ
ー
ス
大
尉
ら
こ
そ
気
の
毒
で
し

た
。
彼
ら
は
日
本
で
も
南
極
探
検
隊

が
編
成
さ
れ
、
国
民
の
熱
烈
な
支
援

の
も
と
に
明
日
に
で
も
出
航
す
る
と

い
う
状
況
な
ど
、
お
そ
ら
く
知
ら
な

か
っ
た
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
興
奮
で
湧
き
返
る
よ
う
な
さ
な

か
、
長
崎
に
悠
然
と
上
陸
し
た
の
で

す
か
ら
、
ま
さ
に
敵
地
に
乗
り
込
ん

だ
よ
う
な
も
の
で
す
。
新
聞
は
連
日

「
南
極
点
に
最
初
に
上
が
る
旗
は
か

の
ユ
ニ
オ
ン
ジ
ャ
ッ
ク
か
、
は
た

ま
た
わ
が
日
章
旗
か
」
と
い
っ
た
煽

動
的
な
記
事
を
掲
載
し
て
国
民
感
情

を
煽
り
上
げ
て
い
っ
た
の
で
す
。

そ
の
こ
ろ
、
探
検
隊
本
部
や
後
援

会
な
ど
に
寄
せ
ら
れ
た
義
金
や
援
助

物
資
は
お
び
た
だ
し
い
も
の
で
し
た

が
、
そ
の
ほ
か
に
激
励
の
手
紙
や
詩

歌
な
ど
も
た
く
さ
ん
寄
せ
ら
れ
ま
し

金 浦 町 防 災 訓 練 金 浦 町 防 災 訓 練 
9 月 1 0日（金） 

　金浦町防災訓練は、午前6時05分～午前11時30分の間、「消火訓練」や「救助訓練」など
様々な内容で実施します。特に金浦小学校グラウンドでは、県の防災ヘリコプターや町の給
水車が登場しますので、 ぜひ見学にお越しください。 
　訓練内容については、8月27日（金）に配布されている「金浦町防災訓練のお知らせ」を
ご覧ください。 

　金浦町防災訓練が9月10日 （金）に金浦町全域で実施されます。 
　午前6時5分には、「避難訓練」として地震と津波発生を想定した全町民参加の避難訓練が行
なわれますので、町内会毎に指定された避難場所への避難をお願いいたします。 
　平日の早朝とお忙しい時間帯ですが、地域の防災力の向上という趣旨をご理解の上、訓練へ
のご協力とご参加をお願いいたします。午前6時5分のサイレン吹鳴が訓練開始の合図です。 
※防災訓練では、2カ所（金浦療護園及び浩寿苑、丸大機工株式会社）の消火栓を使用した消火
訓練を実施いたします。これにより水道水が濁る場合がありますので、ご協力をお願いいた
します。 

お問い合わせ先：金浦町役場　町民課（138－4305） 



10

「世代と世代の支えあい」公的年金制度のしくみ 「世代と世代の支えあい」公的年金制度のしくみ 「世代と世代の支えあい」公的年金制度のしくみ 

10

何故止められないのか飲酒運転???
～飲酒運転徹底追放～

飲酒したら、車を運転しないで下さいと機会
あるごとにお話をしているのですが、残念なが
ら飲酒運転する町民がおりますし、最近は増え
ております。
死亡事故ゼロ3,000日を間近にして、飲酒運

転による死亡事故の発生が危惧されますが、飲
酒運転等居住別実態調査結果（６月末）により
ますと、金浦町は、69市町村中第64位という成
績になっております。
７月中、飲酒運転で検挙された町民は４人お
ります。

金浦駐在所
「セーフティロード金浦」
～めざせ事故のない町～

こちら 笑顔印 笑顔印 

区　　　分

金浦町における交通事故発生状況

７月中の事故 平成16年累計
（１月～７月）

平成15年累計
（１月～７月）

件数

死者

傷者

物損事故

人
身
事
故

５件

０人

６人

６件

12件

０人

17人

37件

９件

０人

12人

48件

Vol.55

公的年金の安心、これだけの理由

「公的年金は損だ！」という声を聞くことがあります。保険料を支払わず、民間の個人年金だけ加入して
いるという人も中にはいます。
果たして、公的年金は本当に“損”なのでしょうか。
公的年金は、国が運営する制度。掛け金だけを財源とする民間の年金と違い、保険料と国の負担金を財源

としています。物価の上昇や小子化・高齢化に応じて、年金額がスライドするのも民間にはない仕組み。障
害者や遺族となったときの保障もあります。そして何より、将来を見据えて制度を設計していること、国が
存続する限り“倒産”することがないということが、大きな安心です。

「年金の水準が低すぎる」という人もいますが、公的年金は社会扶助のしくみであり、あくまでも生活の
基礎的部分を支えるのが目的です。公的年金をベースに、個々のライフスタイルにあわせて貯蓄や個人年金
を組み合わせる－それが、もっとも確実な老後の備えといえそうです。

■
最
近
、
架
空
請
求
に
よ
る
被
害
が
続
出
し
て
い
ま
す

最
近
、
全
国
的
に
身
の
覚
え
の
な
い
債
権
や
利

用
料
な
ど
を
請
求
す
る
架
空
請
求
詐
欺
が
横
行
し

て
お
り
、
町
内
に
も
多
数
、
架
空
請
求
ハ
ガ
キ

（
写
真
）
が
郵
送
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

中
に
は
実
在
す
る
会
社
名
を
か
た
り
、
正
式
な

請
求
と
み
せ
か
け
て
支
払
い
を
求
め
る
手
口
も
広

ま
っ
て
い
ま
す
。
架
空
請
求
の
被
害
に
遭
わ
な
い

よ
う
に
次
の
と
お
り
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

◎
架
空
請
求
の
判
断
基
準

〜
「
有
料
サ
イ
ト
」
の
場
合

①
本
来
、
サ
イ
ト
運
営
者
か
ら
請
求
さ
れ
る
は
ず

②
サ
イ
ト
運
営
者
が
、
他
の
業
者
に
債
権
（
借
金
）

な
ど
の
回
収
依
頼
を
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ

め
本
人
に
通
知
さ
れ
る
は
ず

③
債
権
回
収
は
、
弁
護
士
や
法
務
大
臣
の
許
可
を

受
け
た
会
社
に
か
ぎ
ら
れ
る
は
ず

④
回
収
で
き
る
債
券
は
、
金
融
機
関
な
ど
の
も
の

に
限
ら
れ
、
有
料
サ
イ
ト
利
用
料
は
回
収
で
き

な
い
は
ず

◎
対
応
策

「
相
手
に
一
切
連
絡
せ
ず
、
無
視
す
る
」
こ
と
で

す
。こ

ち
ら
か
ら
連
絡
す
る
こ
と
で
相
手
に
電
話
番
号

を
知
ら
れ
、
家
族
や
職
場
に
嫌
が
ら
せ
の
電
話
な
ど

が
来
た
ケ
ー
ス
が
あ
る
か
ら
で
す
。
ま
た
、
迷
っ
た

と
き
は
、
家
族
や
警
察
に
相
談
し
、
直
ぐ
に
電
話
し

た
り
支
払
っ
た
り
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

公的年金は果たして“損”なの？

生活のベースを支えるのは、まず
公的年金あああああああああああ



1111

ボランティア、花いっぱい運動に参画
Vol.56

☆4. 7. 10. 12カ月児健診☆
◆日　時 9月24日（金）
◆場　所 保健センター
◆受　付 14カ月児　12：50～13：00

17カ月児　13：00～13：10
10カ月児　13：10～13：20
12カ月児　13：10～13：20

◆対　象 平成15年9月、11月、平成16年2月、5月に
生まれた乳児と前回の健診を受けられな
かった乳児

◆持ち物　母子健康手帳、アンケート票
※　4カ月児、7カ月児健診の対象者は、離乳食講習
がありますので、受付時間に遅れないようにお願
いします。
また、「おんぶひも」がありましたら持参してくだ

さい。

☆3歳6カ月～3歳8カ月健診☆
◆日　時 9月8日（水）
◆場　所 保健センター
◆受　付 13：00～13：15
◆対　象 平成13年1月～3月に生まれた幼児と前回

の健診を受けられなかった幼児
◆持ち物　母子健康手帳、歯ブラシ、

3歳児アンケート票
3歳児歯科アンケート票

☆ツベルクリン・ＢＣＧ予防接種☆
◆日　時 9月28日（火）・30日（木）
◆場　所 保健センター
◆受　付 28日　12：45～13：00
◆受　付 30日　12：30～13：00
◆対　象 平成16年6月30日以前に生まれ、まだ接種

の終わっていない乳幼児
◆持ち物　28日　母子健康手帳

30日　母子健康手帳、ＢＣＧ予診票
※　2日間とも、お越しください。

☆保健センターで遊ぼう☆
◆日　時 9月9日（木）9：00～12：00
◆場　所 保健センター（健康指導教室）
◆対　象 乳幼児とその家族
※　お菓子、ジュースなどはご遠慮ください。

☆健康よろず相談☆
◆日　時 9月13日（月）9：00～11：30
◆場　所 保健センター
※　健康づくりや介護に関することなど、保健師に
よる相談会です。どなたでもお越しください。

年齢とともに、活動に参加したら……、ためら
いがちなのは自分ばかりでしょうか。一歩も踏み
込めないもどかしさ、漠然と過ごす毎日で壁を突
破できない弱さか。
昨年から、ＴＤＫ社友会が社会教育課にボラン
ティア活動の斡旋を依頼したところ、さい先のよ
いスタートとなり、花いっぱい活動を小学生と合
同でさせて頂きました。見事に咲いた昨年だった。
小学生と共同作業、児童の躍動感には関心しまし
た。振り返る余裕すらなかった。
今や人出の少ない駅前広場であるが、かつては
賑やかな時代もあった。今年も駅前広場にチュー
リップの花壇が開花するでしょう。綺麗に咲いて
と合掌した。長老が花壇作業中であるが、楽しい
なあ…苦笑して言った。そばで聞き胸が詰まった。
心が洗われた。満面な笑みで作業していたのを見
て、怒涛のごとくこみ上げるのを感じた。
これも、一般にいっている生涯学習の一環であ
ると感じ取った。決して早くなくても明日でもな
くゆっくりでいい。一歩一歩が大切である未来で
あっていいと感じた。花のない街や国はないはず、
誰からも愛される花、一口では言えない、癒しば
かりか老若問わず人間と関わりあることを肌で感
じられる時もある。花は言葉がないが側にいる。
生涯学習も、実務で感じとり、繰り返しの連続
と思います。幅広いサークル活動でしょう。長年
地域にボランティアとは縁が無く関心すらなかっ
た。参加してか、心が開けたようだ。社友会も、
これを契機に地域に一歩二歩地道な活動を続け、
笑顔での再会が約束となった。

ＴＤＫ社友会
阿　部　喜久雄

行
政
相
談
の
お
知
ら
せ

行
政
相
談
と
は
、
国
、
県
、
町
の

行
政
に
関
す
る
苦
情
や
要
望
を
受
け

付
け
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

次
の
日
程
で
行
い
ま
す
の
で
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
　
９
月
９
日
（
木
）

14
時
〜
16
時

■
と
こ
ろ
　
　
元
気
百
歳
館

■
金
浦
町
行
政
相
談
員

佐
藤
　
慈
明
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須藤　莉生
り お

（大　竹）

３つ上のお兄ちゃんの影響でポケ
モンが大好き。ちょっぴり甘えん坊
だけど、頑張り屋さんです。

阿部　　洸
ひかる

（金　浦）

将来は、競艇選手になってお金
をいっぱい稼いで、お父さん、お
母さんに何でも買ってくれるそう
です。夢が実現できるといいね！

佐々木香菜子
か な こ

（上　林）

ままごと、折り紙、絵をかくこ
とがとっても大好き。最近は、お
手伝いもよくしてくれます。

今野　大
だい

輔
すけ

（大　竹）

虫はかせの大輔。寝てもさめて
も虫・虫・虫で、誰かが名前を間
違って言うと、すぐおこられ教え
てくれます。

か
ん
が
る
ー
組
の
お
と
も
だ
ち

き
　
り
　
ん

「ジャングルジム」 「のぼり棒」

「鉄棒であそんでいるところ」 「ジャングルジム」

金
浦
町
役
場

総
務
課
主
事
　
伊
藤
　
健

私
は
暑
い
の
が
苦
手
で
す
。
７
月

か
ら
始
ま
っ
た
東
京
で
の
生
活
に
あ

る
程
度
の
覚
悟
は
し
て
い
ま
し
た

が
、
ま
さ
か
40
℃
に
も
な
る
と
は
思

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

７
月
20
日
、
東
京
で
は
観
測
史
上

最
高
の
39.5
℃
を
記
録
し
ま
し
た
が
、

そ
の
日
南
極
で
は
今
年
初
め
て

10

℃
を
下
回
り
、
日
本
と
南
極
の
温

度
差
は
70
℃
に
も
な
り
ま
し
た
。

さ
て
、
今
回
は
日
本
の
南
極
観
測

に
つ
い
て
の
概
要
を
述
べ
た
い
と
思

い
ま
す
。

南
極
地
域
観
測
と
は

ま
ず
は
日
本
の
南
極
観
測
隊
の
歴

史
に
つ
い
て
で
す
。
白
瀬
矗
中
尉
が

南
極
を
探
検
し
た
の
は
１
９
１
２
年

（
明
治
45
年
）
で
す
が
、
日
本
の
南

極
観
測
が
始
ま
っ
た
の
は
そ
れ
か
ら

43
年
後
の
１
９
５
６
年（
昭
和
31
年
）

の
こ
と
で
す
。
国
際
地
域
観
測
年
の

一
環
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
１
９
６
２
年
か
ら
３
年

間
、
南
極
観
測
は
一
時
中
断
す
る
も

の
の
、
１
９
６
５
年
に
「
ふ
じ
」
が

就
航
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
再
開
さ

れ
、
１
９
８
３
年
に
は
現
在
の
観
測

船
「
し
ら
せ
」
が
就
航
し
、
現
在
は

45
次
越
冬
隊
が
南
極
で
観
測
を
行
っ

て
い
ま
す
。

毎
年
２
月
１
日
か
ら
１
年
間
の
越

冬
生
活
の
中
で
、
天
気
図
に
用
い
ら

れ
る
気
象
観
測
、
通
信
や
オ
ー
ロ
ラ

に
関
わ
る
電
離
層
観
測
、
南
極
海
を

調
査
す
る
海
洋
物
理
的
・
化
学
的
観

測
な
ど
の
定
常
観
測
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
５
年
を
基
本
と
し
て
行
わ

れ
る
研
究
観
測
も
あ
り
、
国
際
的
、

重
点
的
、
集
中
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
オ
ゾ
ン
ホ
ー
ル
の
監
視
な
ど
は
こ

れ
に
あ
た
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
国

際
共
同
観
測
を
行
う
こ
と
も
あ
り
、

今
ま
で
ア
メ
リ
カ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
イ
タ
リ

ア
と
共
同
で
観
測
を
行
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

南
極
観
測
船
の
歴
史

最
初
の
観
測
船
「
宗
谷
」
は
も
と

も
と
海
上
保
安
庁
の
灯
台
補
給
船
だ

っ
た
も
の
を
砕
氷
船
に
改
造
し
た
も

の
で
す
。
基
準
排
水
量
２，
７
３
６

ｔ
、
４，
８
０
０
馬
力
の
デ
ィ
ー
ゼ

ル
エ
ン
ジ
ン
を
搭
載
し
ま
し
た
。
第

一
次
隊
で
は
約
１
５
０
ｔ
の
物
資
を

輸
送
し
ま
し
た
。

第
七
次
隊
（
昭
和
40
年
）
か
ら
は

「
宗
谷
」
の
約
２
倍
の
馬
力
を
持
つ

「
ふ
じ
」（
基
準
排
水
量
５，
２
５
０

ｔ
、
１
１，
９
０
０
馬
力
）
が
就
航

し
ま
し
た
。「
ふ
じ
」
は
５
０
０
ｔ

も
の
輸
送
能
力
を
有
し
、
昭
和
基
地

で
の
生
活
が
飛
躍
的
に
向
上
し
ま
し

た
。
昭
和
58
年
か
ら
現
在
の
砕
氷
船

「
し
ら
せ
」
に
代
わ
り
ま
し
た
。
基

準
排
水
量
１
１，
６
０
０
ｔ
、
３
０，

０
０
０
馬
力
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ

ン
、
輸
送
能
力
１，
０
０
０
ｔ
と

「
ふ
じ
」
の
２
倍
の
輸
送
能
力
を
有

し
て
い
ま
す
。

砕
氷
船
は
氷
を
割
り
な
が
ら
進
む

た
め
、
揺
れ
を
防
止
す
る
ス
タ
ビ
ラ

イ
ザ
ー
が
付
い
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
、
南
緯
40
度
か
ら
60
度
の
暴
風

圏
で
は
前
後
左
右
に
大
き
く
揺
れ
、

傾
斜
角
は
最
大
30
度
に
も
な
り
ま
す
。

南
極
観
測
は
約
50
年
も
続
い
て
い

ま
す
が
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
現
実
だ

と
思
い
ま
す
。
私
自
身
も
含
め
て
、

こ
の
訓
練
日
記
で
少
し
で
も
南
極
に

つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
白

瀬
中
尉
の
出
身
地
で
あ
る
こ
と
を
よ

り
誇
り
に
思
え
る
と
思
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
国
立
局
地
研
究
所
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（http://w
w
w
.nipr.ac.jp/japan/in

dex.htm
l

）

第
46
次
南
極
地
域
観
測
隊

訓
練
日
記
②

▲南極観測船「しらせ」

－30
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あ
る
と
こ
ろ
に
、
と
て
も
り
っ
ぱ

な
ラ
イ
オ
ン
が
い
ま
し
た
。
毎
日
や

っ
て
く
る
ネ
コ
の
た
め
に
、
空
に
と

び
あ
が
っ
て
獲
物
を
と
っ
て
き
ま

す
。
が
、
や
が
て
ラ
イ
オ
ン
は
だ
ん

だ
ん
疲
れ
て
き
て
、
起
き
上
が
れ
な

く
な
っ
て
し
ま
い
、
そ
し
て
…
。

「ぴちょんくん」
石原真由美／監
明日香出版社編集部／編

「オフクロの小言が
人生を教えてくれた」
向井徹／著
ＰＨＰ研究所／編

「空とぶ
ライオン」

佐野洋子／著・絵
講談社／編

「王子シッダールタ」
－ブッダの微笑み－
パトリチア・ケンディ／著
大岡玲／訳
集英社／編

シ
ャ
カ
国
の
王
子
と
し
て
生
ま
れ

た
シ
ッ
ダ
ー
ル
タ
は
、
王
子
に
敵
意

を
持
つ
デ
ー
ヴ
ァ
ダ
ッ
タ
と
の
確

執
、
絶
世
の
美
女
ナ
ー
ラ
ー
ヤ
ニ
の

誘
惑
な
ど
と
戦
い
な
が
ら
、
天
命
を

果
た
す
こ
と
を
決
意
。

王
宮
で
の
生
活
を
捨
て
て
、
修
行

の
旅
に
出
る
。

あ
の
人
気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
英
語

の
本
に
な
り
ま
し
た
。「
ス
ク
ラ
ブ

入
り
の
洗
顔
料
は
気
持
ち
い
い
」

「
つ
い
で
に
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
持
っ
て
き

て
」
な
ど
、
本
当
に
普
段
の
生
活
で

言
い
た
い
こ
と
が
ぎ
っ
し
り
！

誰
も
が
オ
フ
ク
ロ
に
小
言
を
言
わ

れ
な
が
ら
育
っ
て
き
た
。
考
え
に
沈

ん
だ
り
、
思
い
屈
し
た
り
、
そ
ん
な

時
、
な
ん
と
は
な
し
に
思
い
出
す
オ

フ
ク
ロ
の
声
。
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と

の
中
に
こ
め
ら
れ
た
人
生
万
般
に
通

じ
る
哲
学
を
綴
る
。

宝くじ文化公演「小遊三、楽太郎二人会」
と　き◆9月30日（木）開演：午後7時～
ところ◆西目町民センター「シーガル」
内　容◆落語、動物ものまね　他出演者あり
問合先◆西目町民センター シーガル（133－2315）

西　目

第52回 子吉川はぜ釣り大会
と　き◆9月23日（木）午前6時30分～
ところ◆子吉川JR鉄橋付近～河口
内　容◆はぜ釣り大会　参加無料
問合先◆本荘市商工観光課（124－6323）

本　荘

第28回秋田県民俗芸能大会
と　き◆9月4日（土） 開演：12:30
ところ◆象潟町民体育館
内　容◆民俗芸能大会の鑑賞、入場無料
問合先◆象潟町郷土資料館（143－2005）

象　潟

勢
至
保
育
園
か
ら

こ
ん
に
ち
は
!!

「
先
生
、
お
は
よ
う
!!
」

８
月
17
日
（
火
）、
お
盆
明
け
初
日
の

登
園
で
す
。

お
天
気
は
、
あ
い
に
く
の
雨
模
様
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
久
し
ぶ
り

に
園
児
た
ち
の
元
気
な
声
が
園
内
に
響

き
ま
し
た
。
朝
か
ら
、
仲
良
し
の
友
達

を
見
つ
け
て
は
、
お
話
し
し
た
り
、
元

気
に
走
り
ま
わ
っ
て
い
ま
し
た
よ
。

お
盆
来
て
母
を
迎
え
る
手
料
理
を

今
年
も
供
え
念
仏
唱
え
り

越
　
川
　
キ
エ
コ

盆
来
る
と
墓
地
の
草
取
り
露
に
濡
れ

新
花
を
献
じ
合
掌
し
帰
る

越
　
川
　
　
　
武

ひ
も
す
が
ら
ム
ン
ム
ン
暑
き
こ
の
夏
も

か
な
か
な
鳴
き
て
涼
流
れ
来
る

今
　
野
　
坂
　
記

お
盆
に
は
線
香
花
火
の
夜
を
待
て
る

孫
達
な
れ
ど
数
年
経
た
り

佐
　
藤
　
恵
美
子

と
り
ど
り
の
花
を
揃
え
て
草
市
の

昔
懐
か
し
鬼
灯
も
見
ゆ

佐
　
藤
　
幸
　
一

季
は
め
ぐ
り
呼
べ
ど
答
え
ぬ
我
が
子
お
ば

胸
に
抱
き
て
早
や
三
回
忌

佐
　
藤
　
つ
や
子

か
な
か
な
と
哀
調
お
び
た
る
蜩
の

輪
唱
と
な
り
ぬ
夏
の
夕
暮
れ

須
　
藤
　
恵
美
子

盂
蘭
盆
の
祖
母
の
絵
像
に
手
を
合
わ
す

叱
ら
れ
し
こ
と
今
役
立
つ
と

高
　
橋
　
卯
　
治

ふ
ら
り
旅
舞
も
音
色
も
悲
し
げ
に

誰
が
い
っ
た
か
風
の
盆
と
は

森
　
　
　
ト
シ
子

盆
花
上
げ
茄
子
と
胡
瓜
の
馬
並
べ

盆
供
の
読
経
す
影
灯
篭
点
け

細
　
田
　
文
　
夫

BOOK&VIDEO
新着案内
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9月お知らせカレンダー
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15

水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日

月
火
水

木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木

16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

町の人口・世帯
平成16年７月31日

＊
こ
の
広
報
紙
は
環
境
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

■
発
行
・
編
集
　
秋
田
県
金
浦
町
役
場
企
画
課
　
1（
〇
一
八
四
）
三
八
―
四
三
〇
〇
　
秋
田
県
由
利
郡
金
浦
町
金
浦
字
花
潟
九
三
―
一
　
■
印
刷
所
　
秋
田
市
旭
北
錦
町
三
―
五
〇
　
㈱
三
戸
印
刷
所

※人　口

男 2,372人（減５）
女 2,661人（増３）
計 5,033人（減２）
※世帯数

1,588戸（減４）

敬老会　夕なぎ荘 （12:00～）

敬老の日

中華料理教室　保健センター （10:00～）

秋分の日

4・7・10・12カ月児健診　保健センター

生命の貯蓄体操教室　保健センター（13:30～）

ツベルクリン検査　保健センター
12:45～13:30受付

中華料理教室　保健センター （10:00～）

BCG接種　保健センター 12:30～13:00受付

JAミニディサービス　元気百歳館 （10:00～）
生命の貯蓄体操教室　保健センター（13:30～）

議会本会議 （10:00～）

議会本会議 （10:00～）

胃検診　保健センター 5:30～6:00受付
生命の貯蓄体操教室　保健センター（13:30～）

胃検診　保健センター 5:30～6:00受付

胃検診　エニワン 5:30～6:00受付
3歳6～8か月児健診　保健センター

胃検診　エニワン 5:30～6:00受付
保健センターで遊ぼう （9:00～11:30）
議会本会議 （10:00～）

胃検診　大竹ふくじゅ館 5:30～6:00受付
防災訓練

お話し会　町立図書館「こぴあ」幼児室
（10:30～11:00）

健康相談　保健センター （9:30～11:30）
生命の貯蓄体操教室　保健センター（13:30～）

健康相談　元気百歳館 （12:30～13:30）
お達者会　元気百歳館 （13:30～15:30）

金浦町ホームページ　http://www.chokai.ne.jp/copia

先
日
、
あ
る
上
場
企
業
の
Ｉ
Ｒ

（
企
業
情
報
の
提
供
）
の
模
様
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
見
て
い
ま
し
た
。
１

９
９
７
年
に
設
立
さ
れ
た
従
業
員
数

30
名
の
若
い
会
社
で
、
東
京
に
本
社

を
構
え
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
事
業
を
手
掛
け
て
い
ま
す
が
、
上

場
以
来
、
赤
字
体
質
か
ら
抜
け
出
せ

ず
に
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
折
、
会
社

の
再
生
を
任
さ
れ
、
秋
田
出
身
の
30

代
の
方
が
社
長
に
就
任
し
、
わ
ず
か

半
年
で
黒
字
会
社
へ
と
変
身
さ
せ
ま

し
た
。

そ
の
社
長
が
、
こ
ん
な
こ
と
を
言

っ
て
い
ま
し
た
。

「
私
は
、
人
が
好
き
だ
！
」
と
。

果
た
し
て
、
自
分
は
ど
う
だ
ろ
う

か
？
ず
〜
っ
と
以
前
か
ら
自
分
に
何

度
も
問
い
か
け
て
き
た
言
葉
だ
っ
た
。

人
は
ひ
と
り
じ
ゃ
生
き
て
い
け
な

い
？
感
動
も
す
る
し
、
や
さ
し
く
な

れ
る
時
も
あ
る
。

自
分
自
身
が
弱
く
て
ず
る
い
だ
け

な
の
か
？
で
も
…
本
当
は
？

今
の
自
分
で
は
ま
だ
、
答
え
を
見

つ
け
ら
れ
な
い
。

ほ
っ
と
一
息
…
テ
ィ
ー
タ
イ
ム

■
人
が
好
き
！

休日応急診療在宅当番医
５日（日）金病院 （143－3308）
12日（日）伊藤医院（143－4171）
19日（日）すずらん診療所（162－8065）
20日（月）神坂医院（143－3108）
23日（木）さいとうクリニック（143－3105）
26日（日）池田医院（143－3106）
※象潟町役場（143-3200）でご確
認ください。診療時間は９時～12時
です。 象潟町医師会

慶

弔

だ

よ

り
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●
広
報
紙
に
載
せ
て
ほ
し
く
な
い
方
は
届
け

出
の
際
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

●
広
報
「
こ
の
う
ら
」
は
音
読
テ
ー
プ
も
あ

り
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
企
画
課
ま
で
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

大
　
場
　
圭よ

し

瑛あ
き

（
治
）前
　
川

伊
　
東
　
フ
　
ミ
（
89
歳
）塩
焚
浜

ち
ゃん

さ
ん
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